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 福島第一原子力発電所 2 号機オペレーティングフロアから採取された養生シートに付着した物質に関して，

構成元素等の基礎的なデータを得るために化学分析を実施した。その結果，原子炉構造材由来と考えられる

Fe，Mn，Cu 等の元素，燃焼燃料に由来する Te，Cs 及び U が検出された。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の 2 号機原子炉内からの燃料取り出し作業に向けて，2 号機建屋オペレーティング

フロアの汚染状況等の調査[1, 2]が行われた。この調査において，オペレーティングフロア上のウェルプラグ

上部から養生シートが採取[2]されている。原子炉圧力容器内部から放出された物質が，ウェルプラグの隙間

を通過して環境中に放出された可能性があることから，この養生シートに付着した物質を分析すれば，事故

時に放出された物質に係る情報が得られる可能性がある。そのため，養生シートに付着した物質を対象に，

形状や構成元素等の基礎的なデータを得ることを目的に，各種分析(SEM-EDS 及び TEM)が実施されてきた

[3]。本報告では，養生シートを水及び硝酸に浸漬して得られたそれぞれの溶液を対象に，ICP 質量分析及び

γ線核種分析を実施した結果について述べる。 

2. 試験方法 

養生シートを室温の水に 24 時間浸漬したのち，ろ別した。ろ別した試料を 100℃の硝酸に 1 時間浸漬し，

ろ別した。これらの水及び硝酸浸漬により得られたそれぞれの溶液(以下「水浸漬溶液」及び「硝酸浸漬溶液」)

を ICP 質量分析及びγ線核種分析に供した。 

3. 試験結果 

水浸漬溶液及び硝酸浸漬溶液の ICP 質量分析の結果，原子炉構造材由来と考えられる Fe，Mn，Cu，Sn 等

の元素，天然同位体組成と異なる同位体組成の Te，Cs，U 等が検出された。Te，Cs，U については燃焼燃料

中の同位体組成の計算結果[4]に近い値を示したため，これらの元素は 2 号機原子炉内から放出されたものと

考えられる。 

試料を水及び硝酸に浸漬する前後で，試料のγ線量率は

低下し，水浸漬溶液及び硝酸浸漬溶液のγ線核種分析を行

うことで，γ線量率に寄与していた核種及びその量に関す

る情報が得られた。γ線核種の分析結果の一例として，図 1

に水浸漬溶液のγ線核種分析結果を示す。水浸漬溶液から

は Cs-134，Cs-137 及び Am-241 が検出され，これらの核種

がγ線量率に寄与していたことが考えられる。 
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図 1 水浸漬溶液のγ線核種分析結果 

2I13 2019年秋の大会

 2019年 日本原子力学会 - 2I13 -


